




「参考」個別業績予想 
平成28年3月期の個別業績予想（平成27年4月1日～平成28年3月31日） 

(%表示は、対前期増減率)

売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 24,000 8.5 700 54.8 800 △11.3 750 △17.4 12.62

 (注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無 
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1.当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 経営成績に関する説明 

 当第3四半期連結累計期間（平成27年4月1日～平成27年12月31日）におけるわが国の経済は、政府によ

る各種政策の効果もあって企業収益の改善、雇用・所得環境の改善傾向が続くなど、景気の緩やかな回

復基調が継続しました。 

一方、世界経済においては、米国、欧州ユーロ圏においても景気回復が継続しましたが、米国の金融

政策の正常化が進む中、中国をはじめとする新興国等の経済成長の減速、原油価格の下落、中東、欧州

における地政学的リスクの高まりなど、依然として景気を下押しするリスクも存在する状況で推移しま

した。 

このような状況下において、当社グループの第3四半期の連結売上高は、以下のとおりとなりました。 

国内販売につきましては、ジェネリック医薬品の普及率引き上げの政府方針を背景に、製薬メーカー

の積極的な設備投資の影響もあり、第2四半期に引き続き錠剤検査装置の販売が好調に推移しました。

放送市場では更新需要が活発となっている中継車システムの販売が大きく伸びるとともに、放送用カメ

ラ、モニタの販売も堅調に推移しました。また、セキュリティ市場では、ラインアップの拡充を進めた

HD IP カメラシステムと、プラント向け監視システムの受注･納入が好調に推移しました。しかしなが

ら、前年同期に大きく売上を伸ばした放送送出システム、各種放送システムの大型案件の納入が一段落

したことに加え、伝送システム、および医療市場での売上が平年レベルで推移したこともあり、国内販

売は減少しました。一方、海外におきましては、前年同期に売上を落とした韓国で、放送用カメラの販

売が伸長するなど、売上が回復の兆しを見せるとともに、第2四半期に引き続き中国での医療用カメラ

の販売が好調に推移しました。北米地域でも前年度から引き続き注力している学校関連、宗教関連向け

の放送用カメラシステムの販売が好調に推移するとともに、医療用カメラ・モニタの販売も伸長しまし

た。前年同期に大きく売上を伸ばした欧州地域では、引き続き医療用カメラ･モニタの販売は好調に推

移しましたが、放送用カメラシステムの販売が前年同期を下回りました。この結果、連結売上高は前年

同期と比べ5.0%減の127億16百万円となりました（前年同期売上高133億84百万円）。 

損益面につきましては、第 2 四半期に引き続き販売費及び一般管理費の抑制に努めましたが、連結

ベースにおいて売上高比率が高い国内の売上高減少が影響し、営業損失15億67百万円（前年同期営業

損失9億61百万円）となりました。 

経常損益につきましては、為替差益等の営業外収益を計上し、経常損失15億10百万円（前年同期経

常損失 6 億 6 百万円）となりました。最終損益につきましては、親会社株主に帰属する四半期純損失

15億39百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純損失6億18百万円）となりました。 

(所在地別セグメントの概況) 

①日本

国内販売につきましては、ジェネリック医薬品の普及率引き上げの政府方針を背景に、製薬メー

カーの積極的な設備投資の影響もあり、第 2 四半期に引き続き錠剤検査装置の販売が好調に推移し

ました。放送市場では更新需要が活発となっている中継車システムの販売が大きく伸びるとともに、

放送用カメラ、モニタの販売も堅調に推移しました。また、セキュリティ市場では、ラインアップ

の拡充を進めた HD IP カメラシステムと、プラント向け監視システムの受注･納入が好調に推移しま

した。しかしながら、前年同期に大きく売上を伸ばした放送システム、伝送システム、および医療

市場での売上が平年レベルで推移したこともあり、国内販売は減少しました。 

輸出面におきましては、前年同期に売上を落とした韓国で、放送用カメラの販売が伸長するなど、

売上が回復の兆しを見せるとともに、第 2 四半期に引き続き中国での医療用カメラの販売が好調に

推移しました。また、地域に密着した販売活動を展開している東南アジア、西アジア地域での放送
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用カメラ・モニタ、医療用カメラなどの売上も伸長したことにより、結果、アジア地域向けの輸出

売上高は前年同期比で12.8%増の 10億 23百万円（前年同期売上高9億 7百万円）となりました。北

米地域への輸出売上高も、放送用カメラシステム、医療用カメラ･モニタ、セキュリティカメラの販

売増により、前年同期を上回りましが、欧州地域への輸出売上高は、放送用カメラシステムの販売

が想定を下回ったこともあり、前年同期を下回りました。 

結果、当第 3 四半期連結累計期間における日本の売上高は 107 億 83 百万円（前年同期売上高 115

億92百万円）となりました。 

 

②北米 

主たる販売エリアである北米地域におきましては、景気の回復が持続する状況の中、前年度より注

力してきた学校関連、宗教関連向けの放送用カメラシステムの販売が好調に推移するとともに、新規

顧客の開拓による南米地域での医療用カメラ･モニタの販売増により、売上高は前年同期比 16.6%増

の18億15百万円（前年同期売上高15億57百万円）となりました。 

 

③ヨーロッパ 

主たる販売地域である欧州地域では、ユーロ圏の景気の回復が持続する状況の中、医療用カメラの

販売が引き続き好調に推移し、積極的な販売活動を展開している中東地域での放送用カメラシステム

の販売も伸長しましたが、EU 圏での放送機器の販売が想定を下回ったことにより、前年同期と比べ

ユーロベースで7.5%減、円換算で11.4%減の14億43百万円（前年同期売上高16億29百万円）とな

りました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

当第 3 四半期連結会計期間末の総資産は、302 億 79 百万円であり、前連結会計年度末に比べ 11 億

27 百万円減少しました。流動資産は現金及び預金、受取手形及び売掛金の減少、たな卸資産の増加

等により、前連結会計年度末に比べ 10 億 89 百万円減の 242 億 97 百万円となりました。固定資産は

有形固定資産の減少、投資有価証券の増加等により、前連結会計年度末に比べ 38 百万円減の 59 億

82百万円となりました。 

 

負債総額は181億 52百万円であり、前連結会計年度末に比べ6億 66百万円増加しました。流動負

債は、支払手形及び買掛金の減少、短期借入金の増加等により、前連結会計年度末に比べ 16 億 47

百万円増の 108 億 34 百万円となりました。固定負債は、長期借入金、退職給付に係る負債の減少等

により、前連結会計年度末に比べ9億80百万円減の73億17百万円となりました。 

 

純資産については、前連結会計年度末に比べ 17 億 94 百万円減少し、121 億 27 百万円となりまし

た。これは主として、当第 3 四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失計上による

利益剰余金の減少によるものです。 

この結果、自己資本比率は、40.1%（前連結会計年度末44.3%）となりました。 

 

(3)連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 27 年 5 月 8 日に公表しました平成 28 年 3 月期の連結業績予想に比べ、当第 3 四半期連結累

計期間の売上高は、通期予想を 12 ヶ月で除した進捗率と大きな乖離があります。これは、客先要求

により年度末に納期を迎える受注が比較的多いことから第 4 四半期連結会計期間に売上が集中する

傾向があるためです。 

翌期以降を含めた受注が順調に推移していることから、損益を含めた業績は概ね期初の計画通り

に進捗すると考えていますので、平成 27 年 5 月 8 日に公表しました平成 28 年 3 月期の業績予想は、

現状において変更はありません。 

池上通信機(株)(6771)　平成28年3月期　第3四半期決算短信

－3－



2.サマリー情報(注記事項)に関する事項 

(1)当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

(2)四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

(3)会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第 21 号 平成 25 年 9 月 13 日）、「連結財務諸表に

関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年9月13日）および「事業分離等に関する会計基

準」（企業会計基準第 7 号 平成 25 年 9 月 13 日）等を、第 1 四半期連結会計期間から適用し、四半

期純利益等の表示の変更を行っています。当該表示の変更を反映させるため、前第3四半期連結累計

期間については、四半期連結財務諸表の組替えを行っています。 
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(3) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 
 
（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 
 
 （株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
 
 （セグメント情報等） 
〔セグメント情報〕 

前第 3四半期連結累計期間(自 平成 26年 4月 1日 至 平成 26年 12 月 31 日)および当第3四半
期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日) 
当社グループは、情報通信機器の単一セグメントであるため、記載を省略しています。 
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4.(参考)四半期財務諸表(個別) 

(1)(要約)四半期貸借対照表(個別) 

(単位：百万円) 

前事業年度末 

(平成27年3月31日) 

当第3四半期会計期間末 

(平成27年12月31日) 

資産の部 

流動資産 24,241 22,819

固定資産 7,357 7,335

資産合計 31,599 30,154

負債の部 

流動負債 9,019 10,625

固定負債 8,167 6,965

 負債合計 17,186 17,590

純資産の部 

株主資本 14,052 12,174

評価・換算差額等 360 389

 純資産合計 14,412 12,564

負債純資産合計 31,599 30,154

(2)(要約)四半期損益計算書(個別) 

(単位：百万円) 

前第3四半期累計期間 

(自 平成26年4月 1日 

 至 平成26年12月31日) 

当第3四半期累計期間 

(自 平成27年4月1日 

至 平成27年12月31日) 

売上高 11,269 10,489

売上原価 8,858 8,990

売上総利益 2,411 1,499

販売費及び一般管理費 3,522 3,346

営業損失(△) △1,111 △1,847

営業外収益 637 232

営業外費用 124 86

経常損失(△) △599 △1,701

特別利益 30 9

特別損失 2 2

税引前四半期純損失(△) △570 △1,693

法人税等 17 16

四半期純損失(△) △588 △1,710

(注)上記の四半期個別財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19 年内閣府令第 63 号)に基づいて作成した四半期財務諸表の一部科目を集約して表示しており、

法定開示におけるレビュー対象ではありません。 
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